
9 月 21 日（金）に 1 年生を対象に「復興教育講

演会」を開催しました。講師には、陸前高田市立博物

館主任学芸員熊谷さんをお願いしました。

主任学芸員の熊谷さんは陸前

高田市に生まれ育ち、東日本大震

災大津波が発災した当時も同博

物館に勤務しておられました。大

震災で博物館の貴重な資料が破

壊され、さらには博物館が水没す

る程の大津波で貴重な資料が流

されたり、海水に浸かっり、海底に堆積していたヘドロ

の中に貴重な資料等が埋もれたりとかつて人類が経験し

たことが

ないよう

な状況を

目の当た

りにされ

ました。

そのよう

な中で、

地域住民の方々が貴重な文化財や資料を散在させないた

めに自主的に張り紙をして保存に努めてくれたことや人

命救助等の任務を終えた自衛官の皆さんが大津波の瓦礫

に埋もれた文化財を見つけ出し、掘り起こし作業を率先

して行ってくれたことなどを思い起こされながら話して

頂きました。

さらに海水に浸った文化財や資料から塩分を取り除く

ために真水（水道水では塩素が混入するので不適）での

洗浄を繰り返して行わなければならなかったことや乾燥

後に発生する異臭が海底のヘドロに含まれた魚等の油脂

分によるもので、その除去に高額の医療用洗剤を使用し

たことなど世界でも初めて行われる文化財の修復・復興

作業の様子を語って頂きました。

熊谷さんの言葉から「自分たちの祖先が残した文化財・

財産をしっかりと復元し、後世に残すこと・語り継ぐことができ

て初めて復興と言える」のではないかという思いが心に響

く講演でした。

次に生徒諸君の感想を紹介します。

○今日は復興教育講演会を聞いて、3.11 の時の陸前高

田の辛さがよく分かりました。3.11 の時僕らは幼稚園

の年中でした。震災の辛さ、大変さが分からなかったの

で改めて聞けて良かったです。そして復興するための努

力の話を聞くことができて良かったです。家族を大切に

することも大事ですが、まず自分の命を大切にすること

が大事だと分かりました。

○今日の復興教育講演会を聞いて、文化財の修復の大変

さ、津波の水に浸かってぼろぼろになった着物などをし

ることができたし、津波がきた時は自分が生き延びない

といけないことを知った。防災のための準備を今からし

ないといけないと思った。

○復興で人を助けるのも必要だけど、文化財を守ること

も大切だと思った。文化財を守らなくては全てがなくな

ったとき、昔のような自然や町並が全く違うものとなっ

てしまう。全く違う町や自然になって嫌になってしまう

だろう。

○講演で津波がいかに大変か、その津波の後のことも知

れた。特に博物館の中は瓦礫が沢山はいっている写真が

心に残った。自衛隊の人達が率先して復興を手伝ってい

ると思った。津波にあった人がどんなに苦労しているか

よく分かった。

○津波で沢山のものが壊されたり、大勢の人が亡くなっ

たことが改めて分かった。同じ県内でも知らないことが

結構あった。人以外にも文化財の修復などを行う文化財

レスキューという言葉を学んだ。当たり前のことが当た

り前にできることを感謝して生活したい。

○講演会で改めて復興の意味、大切さを感じることがで

きた。講演を聴いて文化財の直し方を知って、文化財に

ついてもっと知りたいと思ったし、文化財を大切にして

いきたいと思った。また、災害の恐ろしさを前よりもこ

の講演を通して感じることができた。一日一日を大切に

過ごしたいと思った。

金ケ崎要害歴史館の前庭で篝火を掲げて、今年も「お

月見コンサート」が 9月 23 日（日）16:00 から

開催されました（前年度は雨天で中止！）。

本校からは吹奏楽部の出演依頼があり、中間テストが

目前に控えてはいましたが････日頃の地域の皆さんから

のご支援ご声援に応えようと出演しました。

当日は心地よい秋風が吹き、夕暮れ前の一時を吹奏楽

部の得意の楽曲が伝建地区に響き渡りました。地域の皆

さんや保護者の皆さんもまたいつもと違った雰囲気で鑑

賞することができたものと思います。吹奏楽部の諸君！

大変ありがとうございました。

【胆江日日 H30-9-26】

9 月 25 日（火）に2学期中間テストが行われました。夏

休み明けに様々な対外行事等が連続して行われてきた 2 学

期････落ち着いて学習ができているか！？と心配でしたが、

先生方の研修にともない授業を参観していると生徒諸君の

頑張りがよく分かりました。日々の努力の成果をしっかり

と形にしてくれればと思います。

また、学習クラスマッチ（生徒会学習専門委員会主催）

も中間テスト取り組み前の 10 日（月）に実施されて学習へ

の環境作りとなったようです。2学期の学習クラスマッチは

国語の問題に取り組み、次の結果となりました。おめでとうご

ざいます！ （点数は平均）

1学年1位：４組99.5 点 2学年1位：３組98.9 点

3学年1位：２組99.6 点

となりました。「今回のクラスマッチでは全クラス平均点90点

を超えていたので、とても良かったと思います。各クラスが努力し

たからだと思います。」（学習委員会通信より）

過日、こんな美しい姿を目にし

ました････。

・教室移動の途中、校長室の前で立ち止まる赤ジャージの女生徒！

床に転がる画鋲に気づき拾い、黙って率先して掲示物をとめ直し

てくれました。

・放課後、体育館前の坂道を黙々と走る赤ジャージの男生徒。次

に坂を上がってきた時、手には拾った紙屑！そのまま体育館のゴ

ミ箱へ捨て、再び黙々とランニングに戻りました。

誰が見ていなくても、当たり前のように行ってくれた行動！何

と美しい姿でしょうか！感激しました。素晴らしき金中生！

授業で勝負・先手必勝の挨拶・心を耕す読書、そして高き志を

き ざ は し
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